
発表年 学位 論文タイトル 氏名
2014.9 博 自家用車を利用した送迎行動の評価に関する研究 有吉　亮

2014.9 博

A Study on Assessing Impact of Residential Self-Selection on Travel
Choice Behavior in Developing Countries: A Case Study of Transit-
Oriented Development in Bangkok
（開発途上国における居住地選択が交通選択行動に与える影響評価に
関する研究
－バンコクを事例として－）

Peamsook SANIT

2014.3 修 交通系ICカードデータを利用した運行計画改善に関する研究 小幡　慎二
2014.3 修 東南アジア大都市の交通結節点整備の計画指針に関する研究 佐藤　保大
2014.3 修 中心市街地の駐車場配置による歩行者と自転車の錯綜に関する研究 佐野　純平

2014.3 修
ビエンチャン市における都市内バスシステムの改善可能性に関する研
究

外山　友里絵

2014.3 修 ITS自動運転を想定した織り込み区間の車両制御アルゴリズムの開発 長谷川　直之
2014.3 修 東南アジア大都市における都市鉄道の活用可能性に関する研究 長谷川　雄人
2014.3 学 搬入を目的とした路上駐車行動の時間帯整理に関する研究 今井　雅貴

2014.3 学
路線バスにおける起終点直通方式と幹線・支線方式の比較評価に関す
る研究

神谷　直孝

2014.3 学 バスコンボイ成立可能性に関する研究 熊谷　直之

2014.3 学
斜面移動支援交通に着目した斜面密集市街地の居住継続意向に関する
研究
－長崎市を対象として－

高橋　舞

2014.3 学 途上国におけるLRTの輸送力に関する研究－Case Study in Manila－ 土屋　広太郎

2014.3 学
自転車の駐輪特性に着目した駅周辺駐輪スペースの整備・運用手法に関
する研究

原澤　拓也

2014.3 学
コミュニティバスの利用実態と補助金制度に関する研究－東京都多摩
地区と神奈川県の導入事例を中心に－

平井　愛

2014.3 学
東南アジア都市における水辺空間の歩行者利用実態および改善指針に
関する研究―ハノイを事例として―

李　永守
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